
平成２９年度 雲仙砂防事業の概要
Ver.2017/04/17

平成27年12月撮影



（単位：百万円）

事業区分
水系
等名

河川名 渓流名 箇所名
所 在 地

工 種 事業費(当初)
市・郡

火山砂防 雲仙 水無川 水無川 水無川上流堰堤群 島原市、南島原市 砂防堰堤工 1,092

雲仙 水無川 水無川 水無川砂防堰堤改築 島原市、南島原市 砂防堰堤工 288

合計 ２箇所 1,380

■ 所 長 ■ 副所長（事） ■ 副所長（技） ■ 地域防災調整官 ■ 用 地 官

■ 総務課 （５） ■ 砂防課 （４） ■ 調査課 （４） 合計１８人

▼１.雲仙復興事務所の事務所概要

組 織 【H29.4月現在】

参考 【最近の予算推移】 （単位：百万円）

年 度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

予算額（当初）
2,007

1,857
1,411

1,362
1,541 1,466 1,483

予算額（最終）
2,296 1,811 1,692 1,796 2,163

予 算
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▼２-１．雲仙・普賢岳噴火災害

お
し
が
谷

（旧）大野木場小学校

眉 山

普 賢 岳

火砕流による被害を受ける水無川流域

火砕流＝高熱の火山岩塊、火山灰、軽石などが、高温
のガスとともに流れ下る現象。流れる速さは、時速100
㎞/hに達すると言われています。

焼失した大野木場小学校

千本木地区を襲う火砕流

◆火砕流による被害

お
し
が
谷

【災害経緯】
H2.11.17 雲仙・普賢岳198年ぶりに噴火
H3.5.15 水無川に初めて土石流発生

H3.6.3 大火砕流の発生、死者40人、
行方不明者3人、負傷者9人

H5.4.6 国土交通省雲仙復興事務所
（建設省雲仙復興工事事務所）開設

H8.6.3 噴火活動の終息宣言

【被害状況】
土石流 ６２回
火砕流 ９４３２回
死者・行方不明者 ４４人
建物被害 ２５１１棟
被害総額 ２２９９億円

出典：雲仙・普賢岳噴火災害復興10年のあゆ
み（発行H13.3）】
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眉 山

土石流による被害を受けた水無川流域

土石流＝谷に積もった石や土砂などが長雨によって大量に流出す
る現象。時速60㎞/h の速さで流れ下ると言われています。

土石流による壊滅的被害

◆土石流による被害

▼2-2．雲仙・普賢岳噴火災害

H27.8末現在

土石流発生回数

これまで78回発生

0

2

4

6

8

10

12

14

16

H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27H28

H28.7末現在

土石流発生回数

H28にも発生！！

これまで79回発生
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▼３．平成噴火により誕生した溶岩ドーム

山頂部から噴煙が上がる
（平成2年11月17日）

溶岩ドーム出現
（平成3年5月20日）

肥大化した溶岩ドーム
（平成5年7月24日）

成長する溶岩ドーム
（平成3年8月24日）

不安定な溶岩ドーム （平成23年12月13日） 今も溶岩ドーム山頂には、50mに近い
巨大な岩が残っています。
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▼４．平成噴火による地形の変化

◆土砂堆積物の状況

北上木場・定点 （平成元年12月撮影）

地形の変貌

・溶岩ドーム形成（ 1億m3）で、火口が
240mも高くなりました。

・ 火砕流堆積物の堆積（1億7千万m3）で、
地盤が最大で170m高くなりました。

これらが雨により削られて流れ出し、
今なお土石流が発生しています。

北上木場・定点 （H23年5月撮影） 土砂の堆積イメージ

240m

転石 雨による侵食

5 / 39



× 通行止め箇所

直轄事業着手直後（H5）

国道５７号

広域農
道
島原鉄
道
国道251
号

▼5-１．雲仙復興事務所の事業概要

水無川流域

中尾川流域

湯江川流域

島原市

人口4．7万人
南島原市

人口4.6万人

水無川

水無川

・流域面積 5.92km2

・流路延長 3,162m

・平均河床勾配 1/60

中尾川

・流域面 9.72km2

・流路延長 3,757m

・平均河床勾配 1/70

湯江川

・流域面積13.47km2

・流路延長 4,914m

・平均河床勾配 1/270

国道２５１号

国道５７号

広域農道

人口［平成28年2月末現在］

雲仙市

人口4.6万人

島原中央道路

国道２５１号

島原深江道路

島原中央道路

【事業概要】

雲仙普賢岳は、平成２年１１月
に約１９８年ぶりに噴火活動を
再開し、噴火に伴う火砕流や土
石流の災害により、流域が荒廃
し、被害が拡大しました。

雲仙復興事務所は長崎県の
要請により、直轄砂防事業とし
て、平成５年４月開設され、「水
無川」「中尾川」「湯江川」の３河
川にて土石流対策を実施してい
ています。

中尾川
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▼5-2．砂防施設の整備状況

中尾川流域の砂防施設 （平成２１年撮影）

湯江川流域の砂防施設 （平成２３年撮影）水無川流域の砂防施設 （平成27年10月ＵＡＶによる撮影）

水無川流域の砂防事業

砂防堰堤…６基 床固工…２５基 背割堤…１基 赤松導流堤…１基 下流導流堤…３０基

中尾川流域の砂防事業 湯江川流域の砂防事業

砂防堰堤…８基 背割堤…２基 下流導流工…４ｋｍ 砂防堰堤…１基

◆砂防施設整備の状況 土石流災害から地域を守るために砂防事業を行っています

平成29年4月現在
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警戒区域

撮影 平成27年10月 UAVで撮影

▼5-3.平成29年度施設整備の概要

平成新山

水無川２号砂防堰堤

おしが谷床固工群（1-14号）
水無川4号砂防堰堤嵩上げ
おしが谷12号床固工嵩上げ

水無川砂防堰堤改築

水無川1号砂防堰堤改築
水無川2号砂防堰堤改築

赤松谷川上流堰堤群

赤松谷川１号堰堤上流部掘削
赤松谷川２号砂防堰堤改築

①溶岩ドームが崩壊した際に想定される土石流対策として、水無川１号、２号砂防堰堤の嵩
上（堰堤の高さを高くする）を行います。

②土石流を貯めるポケットを増やすため、水無川４号砂防堰堤の嵩上げや赤松谷川１号砂
防堰堤付近の掘削を行います。
③土石流により掘れた赤松谷川２号砂防堰堤の補強を行います【新規着手】

※警戒区域 災害対策基本法第63条に基づいて、災害による退去を命じられる区域

赤松谷川床固工群
赤松谷川１号床固工改築
赤松谷川除石

水無川１号砂防堰堤

砂防みらい館

ガリー侵食拡大に起因した大規模土石流・大規模崩
壊の可能性大！

凡 例

今年度工事箇所 ： 水色

次年度以降予定箇所 ： 緑色
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水無川

溶岩ドーム

平成新山
（溶岩ドーム）

工事箇所から望む平成新山
と山頂の溶岩ドーム

▼5-4.雲仙直轄砂防事業の実施状況

水無川２号砂防堰堤

水無川１号砂防堰堤

嵩上げした部分
（約8割の延長完成）

断面拡幅部

嵩上
げ部

既設砂防堰堤

水無川２号砂防堰堤 標準断面

盛土部

盛土部

進捗状況（平成29年3月末現在）

●事業完成年度：平成２９年度末を目途
●事業進捗率：６７％（水無川砂防堰堤改築全体事業に対する）
●現在の状況：溶岩ドーム崩壊後対策として既存堰堤を4.5m嵩上げ

する工事を行っています。今年度は主に、流れてくる岩の衝撃から嵩
上げした部分を守るために土砂で覆う工事を行います。

水無川１号・２号砂防堰堤の嵩上
【溶岩ドーム崩壊ハード対策】
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赤松谷川１号砂防堰堤付近の土砂掘削
【土石流を貯めるポケット確保対策】

進捗状況（平成29年3月末現在）

●事業完成年度：平成２９年度末を目途 ●事業進捗率：６８％（15万m3/22万m3）
●現在の状況：発生する土石流に対し、ポケット確保に向け掘削（除石）中

▼5-5.雲仙直轄砂防事業の実施状況

赤松谷川１号砂防堰堤

無人化施工で実施
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進捗状況（平成29年3月末現在）

●事業完成年度：平成２９年度末を目途
●事業進捗率：４６％（水無川４号砂防堰堤改築工事に対する）

●現在の状況：おしが谷床固工群の計画見直しにより、水無川４号砂防堰堤とおしが谷１２号床固工を１ｍ嵩上げす
ることでポケット確保する計画に変更。今年度は主に４号砂防堰堤の本堤部嵩上げを実施します。

▼5-6.雲仙直轄砂防事業の実施状況

水無川４号砂防堰堤改築
【土石流を貯めるポケット確保対策】

嵩上げ部（白い部分）

水無川４号砂防堰堤 標準断面

下流

上流
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赤松谷川２号砂防堰堤の補強
【長寿命化計画に基づく対策】

進捗状況

●事業完成年度：平成３１年度末を目途
●事業進捗率：０％（今後発注予定）

▼5-7.雲仙直轄砂防事業の実施状況

赤松谷川２号砂防堰堤補強 標準断面

補強部（赤い部分）
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国道２５１号

口之津港整備用
土砂置き場（約７０，０００ｍ３）

堂崎港整備中（県）

口之津港へ
海上運搬

ダンプトラックで運搬
約９０，０００ｍ３

堂崎港整備
約２０，０００ｍ３

国：陸上運搬

県：海上運搬

▼6．土砂の有効活用（インフラ整備支援）

長崎県や南島原市が港湾整備を進めている堂崎港・口之津港に、水無川で掘削した土石
流などを提供し、整備を後押ししています。
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◆発達するガリーの状況

深さ約8m

幅約8m

◆今なお発生する土石流

噴火活動は収まりましたが今なお土石流は発生します

ガリー（侵食谷）の発達状況

平成８年 平成１９年 平成２７年

▼7-1．土石流発生の危険性

平成27年6月11日11時30分頃 赤松谷川最上流カメラ映像

直径2m程度

14 / 39



0
50
100
150
200
250
300
350

0
10
20
30
40
50
60
70

12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 18:00 0:00

６月１０日からの降雨量（雲仙岳）

時間雨量

連続雨量

災害発生日 ：平成27年6月11日 11時15分頃
降 雨 状 況 ：連続雨量 321mm

（6月10日 19時～6月12日 0時） 雲仙岳
最大時間雨量 62mm
（6月11日 11時～12時）

発 生 箇 所 ：長崎県南島原市深江町 水無川支川赤松谷川

←長崎市

南島原市

発生箇所

土石流確認箇所

赤松谷川

水無川

・水無川上流の赤松谷川で平成24年6月以来、３年ぶ
りに土石流を確認しました。土石流の規模は約3.2万
m3と推定され、赤松谷川上流の砂防施設で食い止め

られたため、下流の人家、国道まで流下することはな
く、被害もありませんでした。（平成27年8月25日にも、
同じ場所で約4.3万m3の土石流が発生しました）

6月11日11時30分頃 赤松谷川最上流カメラ映像

安中地区

赤松谷川上流

赤松谷川１１号床固工

赤松谷川１０号床固工
赤松谷川９号床固工

砂防施設で約32,000m3の
土石流を食い止めました

直径2m程度

６月１０日 ６月１１日

時間雨（mm） 連続雨量（mm）

おしが谷

▼7-2．平成27年6月11日に土石流発生

撮影 平成２３年１０月
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災害発生日 ：平成28年6月20日 21時55分頃
降 雨 状 況 ：連続雨量 267.5mm

（6月19日 13時～6月21日 3時） 雲仙岳
最大時間雨量 97mm
（8月20日 21時～22時）

発 生 箇 所 ：長崎県南島原市深江町 水無川支川赤松谷川

・平成28年6月20日21時55分頃に水無川上流の赤松
谷川で土石流を確認しました。
・土石流の規模は約6.5万m3と推定され、赤松谷川上

流の砂防施設で食い止められたため、下流の人家、国
道まで流下することはなく、被害もありませんでした。

今回 土石流確認箇所

赤松谷川 水無川

安中地区

おしが谷

撮影 平成２３年１０月

前回 確認箇所

土石流堆積域付近の平面図

土砂の堆積範囲 今回

昨年８月

H28年6月22日

3号床固工堆砂域

直径2m以上の巨礫

▼7-3．平成28年6月20日に土石流発生
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▼8-1．溶岩ドーム崩壊の心配

平成８年に噴火活動の終息宣
言が行われましたが、

・今も山頂には巨大な溶岩が不
安定な状態で存在します。

・溶岩ドームは移動しており、地
震や大雨等によって崩壊する危
険性があります。

溶岩ドーム＝
ねばりけの強い溶岩の噴出によってできる火山体

Ｄ : ５００ｍ

Ｖ : １００×１０６ｍ３

撮影 平成１７年９月

山頂部に堆積する約１億ｍ３（1000ｍ
×1000m×100m）の火山噴出物
（福岡ヤフードーム約53杯分）

溶岩ドーム

中尾川

島原市役所

有明海
北側からみた平成新山の溶岩ドームの全景

平成９～２９年の１9年間で、南東方向に約1.2m移動を観測

水無川

島原城の1.5倍！

高さ ３５ｍ高さ ５０ｍ
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崩壊規模の模式図（CASE 1~5） 崩壊規模のイメージ

▼8-2．溶岩ドーム崩壊パターン

現在なお、溶岩ドームの継続的な南東方向への移動、部分的な崩落の増加が確認されて
おり、今後溶岩ドーム崩壊の可能性が高いことが専門家から示唆されています。

崩壊パターンは、溶岩ローブの亀裂、溶岩ローブと火砕流堆積物との境界、火砕流堆積物と噴火前の
地山との境界から崩壊することを想定し、５ケースを想定しました。
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想定崩壊として5ケースが考えられ、そのうち、最も発生の可能性が高いケース1～3を既に

完成している砂防堰堤の嵩上げ（ハード対策）により土石流氾濫に対応する計画とした。また、
可能性は低いものの、ケース4～5については、素早い避難行動による人的被害を最小化す
るソフト対策によることとしました。

▼8-3．溶岩ドームの崩壊の影響予測

CASE3

底部の岩石の強度が弱いため、崩壊が最も発生しやすいケース
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▼8-4．溶岩ドームの崩壊の影響予測

CASE5 噴火前の地山までも同時に崩壊するケース
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平成ドーム（平成新山） 1,482.7m
(1991～1995)

新焼溶岩
(1792)

中の峰ドーム
(9,000年前)

島の峰ドーム
(4,000～6,000年前)

立岩の峰ドーム
(14,000年前)

妙見カルデラ縁

島 原 市

溶岩ドーム（平成新山）

新焼溶岩
(1792)

中の峰ドーム
(9,000年前)

島の峰ドーム
(4,000～6,000年前)

立岩の峰ドーム
(14,000年前)

妙見カルデラ縁

島 原 市

溶岩ドーム変位方向

溶岩ドーム崩壊時影響範囲（最大影響範囲）

眉 山
(3,000～5,000年前）

主要道路

島原深江道路

国道２５１号

国道５７号

水無川２号砂防堰堤

水無川１号砂防堰堤

東側から望む溶岩ドーム

大野木場監視所

南島原市
（深江町）

▼8-5．溶岩ドームの崩壊の影響予測
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島 原
市

眉 山
(3,000～
5,000年

前）

島
原
深
江
道
路

東側か
ら望む
溶岩
ドーム 東側から望む溶岩ドーム

▼8-6．平成28年11月に発生した斜面崩落

平成28年11月2日に平成新山に設置している振動センサーが反応し、平成新山北側の溶

岩ドーム斜面の一部が崩落しているのが確認されました。原因は、幾層にも重なった溶岩
ローブ端部の風化や緩みによるものと考えられます。

高さ20ｍ

高さ20ｍ

落石最長到達点（標高800ｍ）
発生源からの水平距離約800ｍ

崩壊箇所
（標高1100ｍ）

落石飛散範囲

※国土交通省で観測しているGBSAR（地上型合成開口レーダー）及び光反射プリズムのデータを解析したところ、溶岩ドーム本体は顕著な変化が見られませんでした。

2016年９月２３日撮影（崩壊前） 2016年１１月５日撮影（崩壊後）

崩壊した岩塊の移動距離
約800m（落差約300m）
崩壊量 約6,000m3
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種類 光波測距 ＧＢＳＡＲ 振動センサー 震度計 ｾﾝｻｰﾈｯﾄ傾斜計 光ﾜｲﾔｰｾﾝｻｰ 雨量計 その他の観測・測量

目 的 溶岩ドームの変
位を計測する

溶岩ドームの変位を全
天候で計測する

地盤振動をリアル
タイムに検知する

地震の震度を
計測する

溶岩ﾄﾞｰﾑ地表面の
傾斜を計測する

想定崩壊ﾌﾞﾛｯｸ頭部
の破断を検知する

土砂移動の誘因として
の雨量を計測する

航空ﾚｰｻﾞ計測や現地測量により溶岩
ドーム周辺の変位を計測する

想
定
崩
壊
ブ
ロ
ッ
ク

の
頭
部

凡 例

光波測距観測器(ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ)

光波測距ﾀｰｹﾞｯﾄ(ﾌﾟﾘｽﾞﾑ)

ＧＢＳＡＲ

ＧＢＳＡＲﾀｰｹﾞｯﾄ
（ｺｰﾅｰﾘﾌﾚｸﾀｰ）

振動センサー

地震計(九州大学)

震度計

センサーネット傾斜計

光ワイヤーセンサー

監視カメラ

雨量計

H28年度追加

※振動ｾﾝｻｰ・地震計は、振動波形を観測す
るもの。
震度計は波形ではなく震度のみを観測す

るもの。

垂木台地ガリ

赤松谷川10号床固工

赤松谷川上流

赤松谷川最上流

水無川2号えん堤右岸

赤松谷ガリ1・2

千本木島原港線

天狗山

おしが谷上流

南千本木上流

千本木1号えん堤右岸

▼9-１．溶岩ドーム崩壊に対するソフト対策［監視・観測体制］

溶岩ドームの動きを、光波測距(ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ)、ＧＢＳＡＲ（地上型合成開口レーダー）、振

動センサー、ＧＰＳ、監視カメラ、雨量計などを使って観測しています。観測結果は、島原市
長・南島原市長の避難判断の目安や工事関係者の工事中止の判断に利用しています。
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平成９年 光波反射のプリズム機材を溶岩ドームに10基設置
光波測量による距離変化の観測

平成18年 光波反射プリズム6基を新設（計8基）
※1997設置プリズムの内8基は観測不能となったため追加

平成19年 光波測量をトータルステーションによる自動観測開始
平成22年 ＧＢＳＡＲによる試験観測開始
平成24年 ＧＢＳＡＲによる観測開始
平成28年 光波反射プリズム5基を追加（計13基）、コーナーリフレクタ4基新設

■光反射プリズムによる観測結果の例（観測地点P8)
平成9年から平成29年2月までの観測で、溶岩ドームは

約1.23ｍ（年平均6.3cm）移動している。

TS

●光波測量自動観測小屋

▼9-2．溶岩ドーム崩壊に対するソフト対策［監視・観測体制］

H28.3～H29.2

■地上型合成開口レーダーによる観測結果
平成23 年10 月から平成29 年2月までの観測で、溶岩ドーム下部

の斜面は約１９cm移動している

移動量

少

多

約2.5km

約3.5km

観測機器配置図

●ＧＢＳＡＲ ●コーナーリフレクタ

光波測距ターゲット（プリズム）
コーナーリフレクタ（プリズム併設）
コーナーリフレクタ
トータルステーション
ＧＢＳＡＲ

凡 例

【観測経緯】

平成28年設置型

大野木場砂防みらい館

●光波反射プリズム
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網掛け部：
変更または新規設定した項目（７点）

▼9-3．溶岩ドーム崩壊に対するソフト対策［判断・行動基準］

H27～28年の暫定監視基準値の超過状況と観測機器増強を踏まえ、第６回雲仙・普賢岳
溶岩ドーム崩壊ソフト対策検討委員会（H29.2）にて、基準値の見直しを行いました。
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▼9-4.溶岩ドーム崩壊に対するソフト対策［情報配信のイメージ］

平成２９年度早々に、新配信システム本格運用を予定しています。
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▼9-5．溶岩ドーム崩壊に対するソフト対策［情報配信のイメージ］

暫定基準値を超えるデータが観測された場合、国土交通省職員および県、市などの防災
関係者に即時にメール通報します。
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無人情報化施工システム

無人化施工操作室

現在でも、溶岩ドーム崩壊や土石流による被害が想定されることから、人の立入が制限されている区
域【警戒区域】が設定されています。このため、無人情報化施工システムを用いて、安全な場所から建設
機械を遠隔操作する「無人化施工」を用いて工事を実施しています。

平成５年に火砕流が到達する危険性のある警
戒区域内で安全に土石流堆積物を掘削運搬でき
る技術を民間に公募。公募条件は

①２～３ｍ程度の石が破砕できる。

②温度１００度、湿度１００％で運転可能

③１００ｍ以上の遠隔操作が可能

無人測量システム

排土板制御システム

ガイダンスシステム

転圧管理システム

無人化施工の開発の経緯

警戒区域

有人施工

無人化施工

無人施工イメージ図

▼10．雲仙における無人化施工

ＧＰＳ衛星
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あちらに緑色の大き
な砂防堰堤が見え
ますね？

湯江小学校３年生出前講座 島原市立第五小学校４年生

島原市防災避難訓練

土石流が
止まった！

砂防堰堤

島原防災塾

雲仙岳大規模土砂合同防災訓練

防災マップ作り

避難勧告放送
『地震により、雲仙普賢岳の溶岩
ドームが崩壊の恐れがあります。
安中地区の住民の皆様は、避難さ
れるよう勧告致します。』

▼11．溶岩ドーム崩壊に対するソフト対策［地域防災力向上］
学校の周り
は、どうだろ

う？
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▼12．島原半島ジオパークとの連携

島原半島ジオパークは、雲仙火山による火山地形や、千々石断層などのダイナミックな断層地形をはじめとした地質的多様性を持つ点と、加えて平成噴火
から198年前の1792年噴火災害［島原大変肥後迷惑］の２つの大きな火山災害を経験した地域でもあり、現在地域には15 万人が火山とともに暮らしています。
また、雲仙普賢岳は平成噴火(1990-1995)の際、溶岩ドームの生成過程など噴火の一部始終が科学的に詳細に観察された初めての火山であることでも知ら

れています。このように２つの大きな噴火災害からの復興と、人々の生活の中に火山の恵みである温泉や湧水を取り入れた「火山と人間との共生する」ジオ
パークです。［日本ジオパークネットワークHPより引用］

ジオサイトへの解説板の設置

島原半島ジオ協議会との合同勉強会の開催 小学校の出前講座でのジオサイト
の説明

「柿の木坂」や「定点」、「千本木の露頭」など、６箇所に解説板を設置し、ジオガ
イドの説明などに活用されています。

「定点」に設置した解説板

協議会との情報共有のため最新情報を交換

２００９年世界ジオパーク登録

砂防事業を通して「火山と人間との共生する」島原半島ジオパークを応援しています。
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▼13．防災教育の充実と取組強化

国土交通省では、すべての国民が河川における自然や治水の歴史、地域の災害リスクや
防災への取組への理解を深め、自然災害から命を守るために必要な心構え・知識・判断力・
行動力等を養うことを目的に、防災教育の充実に取り組んでいます。

学習前後での自助【自分の身は自分で守
る】の意識変化【鹿児島県さつま町の例】

◀第２回 教諭

等との意見交
換会の様子
（H28.12）

▲南島原市立大野木場小学校の防災授業支援
（島原市立第五小学校でも同様の支援を行って
います）

雲仙復興事務所でも、島原半島３市の教育関係者との、意見交換
を行い、使って貰える学習教材の作成・提供や、授業での先生派遣
などを行っています。

教材例

文部科学省からの文書（抜粋）

教諭等との意見交換会での主な意見
・現状では、地震・火災・不審者など学校内で直面す
る危険に対応する防災教育が中心に行われている。

・防災教育は、学校独自で設定する教育課程であり、
防災教育の重点化を図らない限り、大幅に時間を割
くことは出来ない。独自の教育課程は、校長先生の
裁量により決定される。

・防災教育は、集団下校や全体集会などの時間を
利用することでも指導可能。

・教材は楽しいことが重要。児童は写真や動画など
に興味を示す。また全国の事例では無く、島原での
出来事に関心を示す。

・子供の五感に訴えるような教材（特に視聴覚教
材）は効果が高い
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▼14．「郷土を思う・愛する心」を応援

18年間の活動を称え解説板を設置

普賢岳噴火災害によって被害を受けた、島原半島の美しい森を蘇らせるため、「雲仙地域
に自生する樹木の種子を採取して、苗木に育て、もとの美しい森に再生する」活動が卒業を
迎える高校生の手で行われています。雲仙復興事務所でも趣旨に賛同し、フィールド等の提
供を行っています。

活動には、「将来にわたって郷土
を思い、郷土を愛する心を育む」願
いが含まれています。事務所でも、
当時の災害を振り返りなど、学校
での防災教育の仕上げとなればと
期待しています。

火災流が発生当時の現地の様子

第18回植樹祭の様子（平成29年2月）

雲仙百年
の森づくり
の会 宮本
会長

平成８年に噴火活動が終息を迎えた以降、各機関が「みどりの復元」の取
組を開始しました。「雲仙百年の森づくりの会」も平成11年から本格的な植
樹活動を始め、平成29年2月の第18回卒業の森植樹祭までに参加した高
校生は1万人を突破し、約3万本が植樹されました。
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▼15-1．砂防事業によるストック効果

砂防施設が整備され安全が確保されること
で、人が集まり人口が増える、商業や産業施
設が集まる、観光交流、雇用などを増加させ
るなど、長期にわたり経済を成長させる効果
です。

公共事業を行うことによって生じる経済波及効果として、フロー効果とス
トック効果があります。雲仙岳砂防施設を整備したことによるストック効果
について紹介します。

フロー効果

ストック効果

砂防施設の整備（公共投
資）を行うことで、生産活動
を活発にし、土木資材や働く
場の拡大など、地域経済を活
性化させる短期的な効果です。
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▼15-2．砂防事業によるストック効果
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▼15-3．砂防事業によるストック効果
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▼15-4．砂防事業によるストック効果
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▼15-5．砂防事業によるストック効果
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観光地域づくりを推進する島原半島観光連盟は、半島全体をＰＲしていくためのメーンツールとして、
『海に浮かぶ火の山の大地』コンセプトのもと、「半島の現在を表わした鳥瞰図」を作成しました。鳥瞰図
の中心には、水無川と砂防施設群が描かれています。これからも、半島の安全・安心のため関係機関と
協力し、防災事業を進めていきます。

提供：島原半島観光連盟



UNZEN RESTORATION PROJECT OFFICE

導流堤に架かる水無川鉄道橋（平成8年8月完成）。平成20年4月に惜しまれつつ路線廃止。

（写真提供島原市）

水無川鉄道橋とトロッコ列車




